
 
 
 
 
●第53回神奈川新人ギタリストオーディション 
2025年7月13日（日）神奈川県横浜市磯子区民センター「杉田劇場」神奈川ギター協会主催 
 
（写真:神奈川ギター協会名誉会員　川俣 明） 
 

​
入賞者と入選者、ゲスト審査員の富川勝智氏​
 
　2025年7月13日(日)神奈川県横浜市磯子区民文化センター「杉田劇場」で、第53回神奈川新人ギタリスト 
オーディションを開催した。本選ゲスト審査員には富川勝智氏を迎えた。 
　予選は課題曲Op.60-7(カルカッシ)＆３分以内の自由曲、本選は課題曲エストレリータ（M.M.ポンセ）＆6分以上10
分以内の自由曲が演奏された。今年は３９名の応募があり６名が本選に進み、宮永貴澄、伊藤陽夏の２名が入賞

（合格）、西川道弘、林 瞭太、杉山悠也、鶴田珠美の４名が入選となった。なお、特別賞（本選に進めなかった人で
年齢が50歳以上の成績上位者）は村松 淳が受賞した。 
 
 
 
 



 
　　＜入賞・合格＞宮永貴澄　　　　　＜入賞・合格＞伊藤陽夏　　　 　　＜特別賞＞村松淳 
 
本選演奏曲 
林 瞭太：ハンガリー幻想曲(J.K.メルツ)　 
宮永貴澄：森に夢みる(A.バリオス)　 
杉山悠也：主題、変奏と終曲(M.M.ポンセ) 
伊藤陽夏：オートゥイユの夜会(N.コスト) 
鶴田珠美：最後のトレモロ(A.バリオス)、シンプリシタス（J.イルマル） 
西川道弘：ソナタ op.15-2(F.ソル)​
 
本選審査結果集計表 

 
 
 
以下、富川勝智氏にご寄稿いただいた講評を掲載する。 
 
 



 
 
神奈川新人ギタリストオーディション講評　富川勝智 

 

どのコンクールであっても、本選の舞台の緊張感は独特です。今回の「神奈川新人ギタリストオーディション」でも、

審査員席から演奏者各自の緊張が認識できました。ですが、その緊張で普段の練習で身体に入っているものだけが顕に

なります。そしてその奏者の資質がはっきりとわかるものです。 

まずは入賞者2名についての印象を述べます。宮永貴澄さんの演奏は端正なトレモロが印象的でした。トレモロの均質な

粒だちの良さは旋律の持続性を演出します。その意味で「ずっと聴いていたい」トレモロでした。その一方で不足と感

じるものは拍節感（メトリーク）。旋律の持続感ばかりに耳がいき、土台がない。三拍子らしいプロポーションが感じ

られるだけで、それに抗う旋律の横の流れはより一層際立つはずです。 

伊藤陽夏さんのコストの演奏は丁寧な楽譜の読解が感じられる好演でした。音色もしっかりと抜けがよく、会場にしっ

かりと響き渡っていました。ロマン派の音楽には前の時代とは逆行した感覚のダイナミクスが付されている場合が多

く、コストの楽曲の場合にもその意味を吟味しなくてはなりません。ロマン派独特の音楽のエネルギーの溜め込み感や

空虚感を自分の中にしっかりと感じながら演奏しなければなりません。その演奏家としての実感がもっとあればより真

実味のある音楽が聴衆に伝わったと思います。 

次に入選者4名の演奏の印象を述べます。杉山悠也さん。課題曲と同じ作曲家ポンセの「主題、変奏と終曲」を選択した

ことは評価に値します。課題曲は歌曲としてのロマンティシズムがありますが、この「主題、変奏と終曲」にもポンセ

独自の”歌心”があります。近現代の書法で書かれており、技術的に難易度の高い楽曲ではありますが、そのあたりに着

目することでポンセという作曲家の資質を表すことができたはずです。 

西川道弘さんは本選出場者の中で唯一古典曲を演奏。古典演奏の基本となる拍節感が希薄だったのが残念。不用意なタ

イムチェンジは拍節を崩します。演奏の根底にビート感をしっかりと感じながら、小節毎の拍の意味を考えるべきで

しょう。 

鶴田珠美さん。緊張のため、本来の実力を発揮できなかった様子。課題曲の準備も不十分だったようで、その後の演奏

もスムーズにはいかなかった模様。とはいえ、最後までなんとか弾き切ったのは評価に値します。「最後のトレモロ」

や「シンプリシータ」には技術が追いつかないながらも表現意欲を感じたので、今後は本番までの練習プランをしっか

りと整えてください。 

林瞭太さんは楽譜の読み込みに真摯さを感じます。とはいえメルツの楽譜にあるさまざまなダイナミクスのニュアンス

を実感として感じ取れていたかというと、それは疑問を感じます。そして、それ以前にメルツの大胆なアゴーギクを実

現するだけの技術が不足していると感じました。 

本選課題曲はポンセの「エストレリータ」でしたが、ほとんど全ての奏者に欠如していたのは原曲の歌詞のニュアンス

です。歌詞の意味内容、単語のアクセントの位置をしっかりと分析すれば、フレーズの歌わせ方のヒントが得られま

す。また二拍子としての拍節感を感じる演奏はほとんどありませんでした。正しい音楽へのアプローチがない限り、ポ

ンセの作った名旋律の神秘は現れないのです。 

以上、オーディション本選参加者のそれぞれの講評を簡略に述べましたが、入選した方にも入賞した方にも共通して

「勉強が足りていないもの」があります。それは音楽をする上で最も大切なことかもしれません。引き続き研鑽を続け

てください。 

 

 

 

 
 



●入賞者インタビュー 
①使用楽器　②オーディションの感想　③自由曲選曲の理由　④今後の予定、目標 
 

 

 
 
 
 
 
 



 
 
●イベント報告 
・総会 

　2025年2月24日（日）かながわ県民センター305会議室にて開かれました。 

・神奈川ギターフェスティバル2025 

　2025年3月23日（日） 神奈川ギターフェスティバル2025が横浜関内ホール小ホールで開催されました。今年も神

奈川のギター愛好家や協会会員の演奏、前年のオーディション合格者のお披露目演奏がありました。バラエティに

富んだ内容で大いに盛り上がりました。 

・神奈川ギター協会員による春のギターフェスティバル 

　2025年5月6日（月祝）ひまわりの郷ホールにて開催されました。ソロから合奏まで、多彩なプログラムでお送りす

ることができ、盛会にて終演しました。 

 

●イベント告知 
　昨年度神奈川新人ギタリストオーディション合格者による“デビューリサイタル”が開催されます。ご来場お待ちして

おります。　会場：旭区民文化センター サンハート音楽ホール 
　　　　　　　　　　日時：2025年9月13日（土） 14:00開演 
　　　　　　　　　　料金：入場無料 
 

●委員会から 
・2026年神奈川ギターフェスティバルの日時は、9月1日以降にホームページに日程を掲載いたします。 

 

・2026年第54回神奈川新人ギタリストオーディションの課題曲が決定しました。 

　[予選]　スケルツォ / F.カルリ　　[本選]　練習曲op31-23 / F.ソル(版自由) 
　※オーディション時のプログラムに次回予選課題曲の作曲者記載に誤りがありました。修正すると共にお詫び申し

上げます。 

 

●暑気払いについて 
　毎年恒例の暑気払いは、8月15日（金）に開催します。 

出席希望の方は委員長または副委員長までご連絡ください。 ​

​

●協会のホームページについて 
URL：https://kanagawaguitar.net/ コンサート案内をリアル 

タイムで紹介しております。ご覧ください。 

https://kanagawaguitar.net/

